
おおい町高齢者運転免許自主返納等支援事業実施要綱 

 

 

 

（趣旨） 

第１条 この告示は、運転免許を自主的に返納する高齢者に対して、公共交通の利用を支援

し、高齢者が運転免許を自主返納等しやすい環境を整え、高齢者ドライバーによる交通事

故を減少させることを目的としたおおい町高齢者運転免許自主返納等支援事業の実施に

関して、おおい町補助金等交付規則（平成１８年おおい町規則第３２号）及びおおい町防

災安全課所管補助金等交付要綱（令和２年おおい町告示第１３６号）に定めるもののほか、

必要な事項を定めるものとする。 

 

（定義） 

第２条 この告示において、次の各号に掲げる用語の定義は、それぞれ当該各号に定めると

ころによる。 

（１） 運転免許 道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）第８４条に規定する運転免

許で有効期間内にあるものをいう。 

（２） 自主返納 道路交通法第１０４条の４第１項の規定により、福井県公安委員会に

運転免許の取消しを申請し、自主的に運転免許の全部を返納することをいう。 

（３） 高齢者 住民基本台帳法（昭和４２年法律第８１号）に基づき本町の住民基本台

帳に記録されている満年齢７０歳以上の者をいう。 

（４） 電動アシスト三輪自転車 道路交通法第２条第１項第１１号ロに規定する軽車両

で、道路交通法施行規則（昭和３５年総理府令第６０号）第３９条の３の型式認定

を受けた三輪のものをいう。 

（５） デマンドバス おおい町デマンドバス運行事業実施要綱（令和３年おおい町告示

第２３号）に基づき運行するデマンドバスのことをいう。 

 

（支援対象者） 

第３条 この事業の支援の対象となる者は、高齢者のうち、次に掲げる者とする。 

（１） 運転免許を自主返納した者 

（２） 運転免許を失効した者 

 

（支援内容） 

第４条 町長は、支援対象者に対し、予算の範囲内において、次に掲げる支援を行う。 

（１） デマンドバス 乗車１回に係る１人の支払う運賃のうち３００円。ただし、期間

は第６条第１項の支援を決定した日から５年間とする。 
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（２） タクシー 別に指定するタクシーの２万円分の利用券 

（３） 電動アシスト三輪自転車 購入価格の２分の１。ただし、その額に千円未満の端 

数が生じたときは、その端数を切り捨てた額とし、１０万円を限度とする。  

２ 前項第２号及び第３号の支援は、支援対象者１人につき１回限りとする。 

 

（支援の申請） 

第５条 前条第１項第１号及び第２号の支援を受けようとする者は、おおい町高齢者運転

免許自主返納等支援事業申請書（様式第１号）に、第３項第１号の書類を添えて町長に申

請しなければならない。 

２ 前条第１項第３号の支援を受けようとする者は、おおい町高齢者運転免許自主返納等

支援事業（電動アシスト三輪自転車購入費）補助金交付申請書兼実績報告書（様式第２号）

に次項第１号及び第２号の書類を添えて、町長に申請しなければならない。 

３ 前２項の添付書類は次のとおりとする。 

（１）申請による運転免許の取消通知書又は運転経歴証明書の写し  

（２）電動アシスト三輪自転車購入の領収書及び保証書の写し 

 

（支援の可否の決定） 

第６条 町長は、前条第１項の規定による申請を受理したときは、必要な事項を確認のうえ、

支援の可否を決定し、おおい町高齢者運転免許自主返納等支援事業決定通知書（様式第３

号）により、申請者に通知する。 

２ 町長は、前条第２項の規定による申請を受理したときは、必要な事項を確認のうえ、支

援の可否を決定し、おおい町高齢者運転免許自主返納等支援事業（電動アシスト三輪自転

車購入費）補助金交付決定通知書（様式第４号）により、申請者に通知する。 

 

（割引証及び利用券の交付） 

第７条 町長は、第４条第１項第 1 号及び第２号の支援を決定したときは、前条第 1 項の

通知書と併せて、支援の決定を受けた者（以下「支援決定者」という。）に対し、決定し

た支援の内容に応じ、デマンドバス割引証（様式５号）及びタクシー利用券（様式６号）

を交付する。 

２ 前項のタクシー利用券の再交付はしない。 

 

（割引証の再交付） 

第８条 支援決定者は、デマンドバス割引証を破損し、汚損し、又は紛失したときは、 デ

マンドバス割引証再交付申請書（様式第７号）を提出することにより再交付を受けること

ができる。 

２ 前項の申請書には、破損し、又は汚損したデマンドバス割引証を添えなければならない。  



ただし、紛失した場合はこの限りでない。 

３ デマンドバス割引証の再交付を受けた後、紛失したデマンドバス割引証を発見したと

きは、直ちに町に返還しなければならない。 

 

（補助金の請求） 

第９条 第６条第２項の通知を受けた者は、おおい町高齢者運転免許自主返納等支援事業

（電動アシスト三輪自転車購入費）補助金交付請求書（様式第８号）を町長に提出しなけ

ればならない。 

 

（補助金の交付） 

第１０条 町長は、前条のおおい町高齢者運転免許自主返納等支援事業（電動アシスト三輪

自転車購入費）補助金交付請求書（様式第８号）を受理したときは、速やかに補助金を交

付するものとする。 

 

（支援の取消）   

第１１条 町長は、第４条第１項第１号及び第２号の支援に係る支援決定者が次の各号の

いずれかに該当する場合、又は同条同項第３号の支援に係る支援決定者が次の第１号に

該当する場合には、支援を取り消すことができる。 

(１) 支援決定者の申請内容に虚偽が発覚した場合 

(２) 支援決定者が本町から転出した場合 

(３) 支援決定者が死亡した場合 

(４) 支援決定者が支援決定者以外の者にタクシー利用券を譲渡し、又は担保に供した

場合 

(５) その他町長が支援が適当でないと認める場合 

 

（割引証及び利用券の返還）  

第１２条 第４条第１項第１号の支援の支援決定者は、デマンドバス割引証の有効期間が

経過したときは、速やかに当該割引証を町に返還しなければならない。 

２ 第４条第１項第１号及び第２号の支援に係る支援決定者は、前条の規定により支援が

取り消された場合は、直ちにその所持するデマンドバス割引証及び残余のタクシー利用

券を町に返還しなければならない。 

 

 （台帳の整備） 

第１３条 町長は、おおい町高齢者運転免許自主返納等支援事業支援決定者台帳（様式第９

号）を整備することにより、常に支援決定者の状態を把握し、必要に応じて関係機関と情

報を共有するものとする。 



第１４条 この告示に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

附 則 

この告示は、令和３年１０月１日から施行する。 


